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　２月３日、舟形若あゆ
温泉がリニューアルオー
プンしました。改修工事
により、熱いお湯とぬる
いお湯の２種類の浴槽を
設置するなどのほか、館
内の床や壁も一新され、
あたたかみのある雰囲気

となりました。この日は、オープニングセレモニーも行
われ、餅や玉こんにゃくが振る舞われるなど、多くの入
浴客でにぎわいました。

2018  ふながたまち

重大ニュース重大ニュース
　縄文の女神が８月に東
京国立博物館で行われた、
特別展「縄文―１万年の
美の鼓動」に展示されま
した。この特別展では、
初めて縄文国宝６点が一
堂に会しました。
　また、10月からはフ

ランスのパリ日本文化会館で、「縄文-日本における
美の誕生」展に展示されました。町の宝は、国内のみ
ならず世界でも高い評価を受けています。

「縄文の女神」各地で活躍

若あゆ温泉リニューアル
　人口の減少、少子高齢
化が急激に進む中、住民
と行政がそれぞれできる
ことを考え、町全体で地
域づくりをしていくため
に、各町内会でワークシ
ョップという話し合いを
行いました。

　困りごとや町内会の将来像などをみんなで共有し、
「町内会びじょん」を作成することで、これからの地
域づくりを考えていきます。

みんなで考える地域づくり

　町営バスに替わる町の
新たな公共交通として
「デマンド型乗合タクシ
ー」が始まり、４月１日
に出発式が行われました。
　このデマンド型乗合タ
クシーは、予約に応じて
運行するものです。町営

バスではできなかった自宅まで送迎する運行も可能と
なるため、バス停まで行くのが難しい方も利用しやす
くなりました。

新たな公共交通始まる

　１月からの断続的な降雪
により、積雪深が150cmに
達したことから、１月24日
に舟形町豪雪対策本部を設
置しました。
　また、２月13日には、堀内
地区の町測定地点で積雪深
が300cmを超えるなどの豪

雪が記録されました。除雪作業も追いつかないほどの状
況となり、流雪溝への投雪などで水路から水があふれる
など、町民生活へ支障をきたしました。

史上最大の積雪深

　舟形町芸術文化協会
が30周年を迎えました。
　舟形町芸術文化協会
は、町内の芸術団体相
互の連絡協調、町民の
健全なる文化教養の向
上とその振興・発展を
目的とし、平成元年に

設立。これからも町の芸術文化を継承し、次世代を
担う後輩の育成・発掘にも力を入れています。

舟形町芸術文化協会  30周年

　８月５日、小国川で第
１回鮎釣り甲子園大会が
行われました。この大会
は、県と舟形町、最上町、
小国川漁協などが実行委
員会を立ち上げ、初めて
開催したものです。
　舟形町が誇る鮎釣りの

メッカである小国川に、県内外から高校生60名が集
結。鮎の友釣りで釣果を競うとともに、鮎の塩焼きや
芋煮など舟形の味覚をみんなで堪能しました。

小国川で鮎釣り甲子園大会
　おかえり！ 孫プロジ
ェクトとは、舟形で暮ら
すということが選択肢の
一つとなるように、町内
外の孫たち（若者）に町
や地域の魅力を伝え、孫
と町をつなぐことを目的
としています。

　中学生を対象とした職業体験WAKU WAKU WORK。
地域の企業を対象とした「シゴトの魅力」伝え方研修
会など様々な取り組みを行なっています。

おかえり！ 孫プロジェクト

　８月５～６日と30～31日の２度にわたり舟形町を
豪雨が襲いました。幸いにも人的被害はなかったもの
の、各地で床上、床下浸水や農地・道路などに甚大な
被害を及ぼしました。町ではこの災害の復旧を支援す

るため、様々な補助事業
も行なっています。
　１度目の豪雨では、町
内全体で444名の方が避
難所に避難し眠れぬ夜を
明かしました。避難者の
数は本町はじまって以来、
最大となりました。
　さらに、２度目の豪雨
により、ふながた若鮎ま
つり会場も被害を受け開
催が危ぶまれましたが、
町建設業協会や消防団の
みなさんの協力により無
事開催することができま
した。
　災害から４ヵ月が経ち
ますが、復旧に向けた取
り組みが続いています。

８月に２度の豪雨災害
　2018年は、２月に平昌オリンピックが開催され、
日本選手団は13個のメダルを獲得しました。６月に
は2018FIFAワールドカップがロシアで開催され、
日本代表が決勝トーナメントに進出する活躍を見せ
ました。ほかにも、スポーツ界では様々な活躍があ
りました。
　また、１年を通して自然が猛威をふるった年でも
ありました。１月は北海道、東北だけでなく関東甲
信や北陸でも記録的な大雪となったほか、６月には
大阪府北部地震が、７月には西日本豪雨があり、さ
らに９月には北海道地震が発生するなど、日本各地
で多くの災害がありました。


